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イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
矯
正
保
護
統
計
□
九
八
九
年
度
～
一
九
九
三
年
度
」

太

田

達

也

インドネシアの矯正保護統計L1989年度～1993年度］

　
は
じ
め
に

　
一
九
九
六
年
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
司
法
省
よ
り
矯
正
保
護
統
計
が
公

刊
さ
れ
た
。
『
第
五
次
五
力
年
開
発
計
画
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
社
会
化
統
計
（
一
九
八
九
年
度
～
一
九
九
三
年
度
）
』
1
以
下
、

『
統
計
書
』
と
称
す
る
ー
と
題
す
る
本
統
計
書
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
司
法
省
が
自
ら
公
刊
し
た
初
の
公
式
矯
正
保
護
統
計
で
あ
り
、
第

五
次
五
力
年
開
発
計
画
（
℃
国
＝
↓
＞
）
の
期
間
に
当
た
る
一
九
八

九
年
度
か
ら
一
九
九
三
年
度
ま
で
の
矯
正
保
護
に
関
す
る
デ
ー
タ
を

　
　
　
　
（
1
）

掲
載
し
て
い
る
。
実
際
の
編
纂
作
業
は
、
司
法
省
調
査
開
発
セ
ン
タ

ー
（
℃
島
象
℃
窪
巴
三
蝉
口
α
鋤
口
℃
①
⇒
輪
ヨ
げ
き
醤
コ
）
と
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
大
学
政
治
社
会
学
部
犯
罪
学
科
が
共
同
で
行
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
矯
正
保
護
統
計
な
る
も
の

が
全
く
な
か
っ
た
と
い
う
訳
で
は
な
い
。
古
く
は
、
一
九
六
三
年
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

『
刑
務
所
統
計
』
と
呼
ば
れ
る
矯
正
統
計
が
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
一
九
七
四
年
（
一
九
七
二
年
版
）
か
ら
は
警
察
、
裁
判
、
矯
正

に
関
す
る
デ
ー
タ
を
一
冊
に
ま
と
め
た
統
計
書
が
公
刊
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
一
九
八
三
年
に
公
刊
さ
れ
た
一
九
八
0
・
八
一
年
版
以
降

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

は
各
統
計
が
単
独
で
公
刊
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
統
計

は
そ
れ
ぞ
れ
の
主
務
官
庁
に
よ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、

統
計
中
央
局
（
匪
δ
評
ω
簿
oo
辞
讐
醇
穿
）
が
主
務
官
庁
の
協
力
を

85



法学研究70巻9号（ラ97：9）

仰
ぎ
な
が
ら
調
査
方
式
で
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
矯
正
統

計
に
関
し
て
言
え
ば
、
各
刑
務
所
か
ら
の
月
刊
報
告
書
を
基
に
し
て

い
る
た
め
、
何
ら
か
の
理
由
で
報
告
書
が
回
収
さ
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
そ
の
分
の
デ
ー
タ
が
集
計
か
ら
漏
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。

一
九
九
七
年
六
月
現
在
、
一
九
九
四
年
版
の
矯
正
統
計
ま
で
公
刊
さ

れ
て
お
り
、
当
該
年
度
に
お
け
る
報
告
書
の
回
収
率
は
九
八
％
に
達

　
　
　
　
　
（
4
）

し
て
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
若
干
の
誤
差
が
含
ま
れ
て
お
り
、

統
計
を
利
用
す
る
上
で
注
意
を
要
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
従
来
、
二
次
的
で
不
完
全
な
矯
正
統
計
し
か
な
か

っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
い
て
、
今
回
、
司
法
省
自
ら
が
矯
正
保
護

統
計
を
編
纂
・
公
刊
し
た
こ
と
は
意
義
深
い
。
さ
ら
に
、
統
計
中
央

局
の
統
計
は
矯
正
施
設
の
収
容
状
況
に
関
す
る
純
粋
な
「
矯
正
」
統

計
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
『
統
計
書
』
は
、
僅
か
な
が
ら
、
こ
れ
ま

で
公
表
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
保
護
に
関
す
る
デ
ー

タ
を
も
掲
載
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
外
、
『
統
計
書
』

は
、
未
決
拘
禁
者
や
死
刑
確
定
者
の
収
容
人
員
、
仮
出
獄
人
員
、
同

化
処
遇
な
ど
の
開
放
的
処
遇
や
レ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
人
員
、
矯
正

施
設
に
お
け
る
事
故
発
生
件
数
な
ど
、
従
来
の
矯
正
統
計
に
は
な
か

っ
た
デ
ー
タ
を
も
網
羅
し
て
お
り
、
同
国
に
お
け
る
矯
正
や
保
護
の

現
状
を
把
握
す
る
上
で
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
な
り
得
る
。
そ
こ
で
、

以
下
で
は
、
『
統
計
書
』
の
内
容
を
紹
介
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
に
お
け
る
矯
正
保
護
の
現
状
を
数
値
の
面
か
ら
概
観
す
る
こ
と
に

　
（
5
）

し
た
い
。

　
さ
ら
に
、
『
統
計
書
』
が
公
刊
さ
れ
た
一
九
九
六
年
に
は
、
同
じ

く
司
法
省
の
調
査
開
発
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
実
施
し
た
矯
正

施
設
の
収
容
定
員
に
関
す
る
調
査
の
結
果
が
報
告
書
に
ま
と
め
ら
れ

　
（
6
）

て
い
る
。
二
〇
〇
〇
頁
に
及
ぶ
膨
大
な
調
査
報
告
書
に
は
、
こ
れ
ま

で
必
ず
し
も
明
ら
か
で
な
か
っ
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
全
矯
正

施
設
の
概
況
が
極
め
て
詳
細
に
記
録
さ
れ
て
お
り
、
収
容
定
員
を
始

め
と
す
る
矯
正
施
設
の
物
理
的
な
状
況
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る

た
め
、
こ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
も
併
せ
て
紹
介
す
る
こ
と
に
す
る
。

　
受
刑
者
の
平
均
収
容
人
員

　
社
会
化
施
設
（
需
ヨ
げ
謎
曽
評
ヨ
鋤
亀
霞
異
象
四
昌
）
と
呼
ば
れ
る

刑
務
所
や
拘
置
所
（
菊
一
』
旨
魯
日
聾
き
9
。
口
）
に
収
容
さ
れ
て
い
る

受
刑
者
の
平
均
収
容
人
員
を
示
し
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。
但
し
、

『
統
計
書
』
に
は
平
均
収
容
人
員
に
つ
い
て
の
説
明
が
な
い
た
め
、

司
法
省
社
会
化
総
局
に
確
認
を
と
っ
た
と
こ
ろ
、
我
が
国
で
用
い
ら

れ
て
い
る
よ
う
な
一
日
平
均
収
容
人
員
で
は
な
く
、
月
末
に
お
け
る

収
容
人
員
の
当
年
度
分
の
延
べ
人
員
を
年
問
月
数
（
二
一
カ
月
）
で

除
し
た
「
平
均
収
容
人
員
」
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、

一
九
八
九
・
九
〇
年
度
の
収
容
人
員
と
は
、
一
九
八
九
年
四
月
か
ら
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一
九
九
〇
年
三
月
ま
で
の
平
均
収
容
人
員
を
意
味
す
る
。

　
八
九
・
九
Q
年
度
か
ら
九
三
・
九
四
年
度
ま
で
の
平
均
収
容
人
員

は
比
較
的
安
定
し
て
お
り
、
二
万
七
、
O
O
O
人
台
か
ら
二
万
九
、
0

0
0
人
台
で
推
移
し
て
い
る
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
は
、
一
九
九
五
年
現

在
で
一
億
九
、
五
〇
〇
万
の
人
口
を
有
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
基

に
九
三
・
九
四
年
度
に
お
け
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
受
刑
者
率
（
受
刑

者
の
人
口
一
〇
万
人
当
た
り
の
人
口
比
）
を
計
算
す
る
と
一
四
・
三

と
な
る
。
こ
れ
は
我
が
国
の
値
と
比
較
し
て
も
、
か
な
り
低
い
数
字

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
犯
罪
発
生
件
数

が
我
が
国
の
そ
れ
と
比
較
し
て
極
端
に
少
な
い
と
は
考
え
難
く
、
実

際
に
は
暗
数
化
率
や
検
挙
率
な
ど
両
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
ォ
ー
マ
ル

な
犯
罪
統
制
や
刑
事
司
法
制
度
の
相
違
に
原
因
が
あ
る
も
の
と
思
わ

れ
る
が
、
矯
正
と
の
関
連
で
言
え
ば
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
短
期
自

由
刑
の
割
合
が
比
較
的
高
い
こ
と
や
毎
年
大
規
模
な
レ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

を
実
施
し
て
い
る
こ
と
が
低
受
刑
者
率
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
も
の

と
思
わ
れ
る
。

　
さ
ら
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
各
州
の
受
刑
者
率
を
計
算
し
て
み
る
と
、

東
ヌ
サ
ト
ゥ
ン
ガ
ラ
や
東
テ
ィ
モ
ー
ル
、
南
ス
マ
ト
ラ
、
イ
リ
ア
ン

ジ
ャ
ヤ
な
ど
地
方
の
受
刑
者
率
が
高
く
な
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
中

心
と
も
言
え
る
ジ
ャ
ワ
各
州
の
受
刑
者
率
は
む
し
ろ
全
国
平
均
以
下

と
な
っ
て
い
る
。
恐
ら
く
、
ジ
ャ
ワ
の
人
口
密
度
が
非
常
に
高
い
た

（
7
）め

、
州
レ
ベ
ル
で
計
算
す
る
と
、
見
か
け
上
こ
う
し
た
結
果
に
な
る

も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
な
お
、
統
計
中
央
局
の
矯
正
統
計
も
ほ
ぽ
『
統
計
書
』
の
値
と
符

号
し
て
お
り
、
一
九
八
○
年
代
以
降
の
動
向
を
見
て
み
る
と
、
八
○

年
前
半
に
二
万
人
弱
だ
っ
た
受
刑
者
の
（
年
末
）
収
容
人
員
は
、
八

六
年
に
一
万
四
、
O
O
O
人
台
ま
で
落
ち
込
む
も
の
の
、
そ
の
後
再

び
増
加
に
転
じ
、
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
は
二
万
八
、
O
O
O
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

前
後
で
安
定
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
新
受
刑
者

　
】
方
、
新
受
刑
者
数
は
、
一
九
八
九
年
に
は
七
万
四
、
○
八
四
人

で
あ
っ
た
が
、
翌
九
〇
年
に
は
七
万
一
、
七
〇
〇
人
、
九
一
年
に
は
六

万
六
、
八
六
六
人
と
減
少
傾
向
に
あ
り
、
一
九
九
三
年
は
六
万
一
、
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

五
一
人
と
な
っ
て
い
る
（
表
2
）
。
九
三
年
に
お
け
る
新
受
刑
者
の

罪
名
の
う
ち
構
成
比
の
高
い
も
の
を
男
女
別
に
掲
げ
る
と
、
男
子
受

刑
者
で
は
、
①
窃
盗
（
四
七
・
○
％
）
、
②
暴
行
・
傷
害
（
一
〇
・
三

％
）
、
③
強
盗
（
六
・
五
％
）
、
④
公
共
の
秩
序
に
対
す
る
罪
（
三
・
九

％
）
、
⑤
殺
人
（
三
・
二
％
）
と
な
る
の
に
対
し
、
女
子
受
刑
者
で
は
、

①
刑
法
軽
罪
（
ニ
ニ
・
0
％
）
、
②
窃
盗
（
一
九
・
四
％
）
、
③
暴
行
・

傷
害
（
五
・
九
％
）
、
④
詐
欺
（
五
・
六
％
）
、
⑤
道
徳
に
対
す
る
罪

（
四
・
五
％
）
と
な
っ
て
い
る
。
男
女
と
も
薬
物
犯
罪
の
比
率
が
少
な
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い
の
が
目
に
つ
く
外
、
女
子
受
刑
者
に
お
い
て
は
、
男
子
受
刑
者
に

比
べ
窃
盗
、
強
盗
、
暴
行
・
傷
害
が
少
な
く
、
逆
に
、
軽
罪
や
詐
欺
、

殺
人
、
賭
博
、
道
徳
に
対
す
る
罪
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
。
こ
こ

で
い
う
道
徳
に
対
す
る
罪
に
は
、
強
姦
や
強
制
狸
褻
の
外
、
公
然
狸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

褻
な
ど
風
俗
に
対
す
る
罪
が
含
ま
れ
る
。

　
し
か
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
矯
正
施
設
に
毎
年
こ
れ
だ
け
の
入
所

者
が
あ
り
な
が
ら
前
述
し
た
よ
う
な
平
均
収
容
人
員
に
止
ま
っ
て
い

る
原
因
と
し
て
、
毎
年
大
規
模
な
レ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ
て
い

る
こ
と
の
ほ
か
に
、
受
刑
者
の
刑
期
が
相
対
的
に
短
い
こ
と
が
考
え

ら
れ
る
。
『
統
計
書
』
に
は
刑
期
別
新
受
刑
者
数
の
デ
ー
タ
が
な
い

た
め
、
止
む
を
得
ず
平
均
収
容
人
員
の
刑
期
別
構
成
比
で
見
て
み
る

と
、
全
受
刑
者
の
う
ち
刑
期
が
一
年
以
下
の
者
の
割
合
は
最
も
低
い

九
三
・
九
四
年
度
で
三
〇
・
四
％
、
最
も
高
い
八
九
・
九
〇
年
度
で

三
八
・
八
％
と
な
っ
て
い
る
の
が
わ
か
る
（
表
3
）
。
し
か
し
、
執
行

刑
期
の
短
い
受
刑
者
は
短
期
間
の
う
ち
に
出
所
と
な
る
た
め
、
平
均

収
容
人
員
の
デ
ー
タ
で
は
ど
う
し
て
も
受
刑
者
の
平
均
刑
期
に
関
す

る
正
確
な
情
報
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
新
受
刑

者
数
の
刑
期
別
構
成
比
を
掲
載
し
て
い
る
統
計
中
央
局
の
矯
正
統
計

を
見
て
み
る
と
、
．
一
九
九
四
年
に
お
け
る
六
万
九
四
五
人
の
新
受
刑

者
の
う
ち
、
刑
期
が
一
年
未
満
の
受
刑
者
が
四
万
八
、
七
二
五
人
と

全
体
の
七
九
・
九
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
に
罰
金
未
納
に
よ
る
代

替
軽
懲
役
（
原
則
六
月
以
下
）
を
併
せ
る
と
八
一
・
一
％
に
も
達
し

　
（
n
）

て
い
る
。
さ
ら
に
、
刑
期
が
一
年
以
上
五
年
以
下
の
者
が
全
体
の
一

四
・
九
％
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
矯
正
施

設
で
は
収
容
者
の
大
半
が
短
期
受
刑
者
で
あ
り
、
受
刑
者
の
入
出
所

が
盛
ん
に
行
わ
れ
る
た
め
、
受
刑
者
率
が
低
く
な
っ
て
い
る
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　
女
子
受
刑
者

　
女
子
の
新
受
刑
者
は
、
八
九
年
か
ら
九
四
年
ま
で
の
五
年
間
に
五
、

↓
二
一
人
か
ら
五
、
四
八
一
人
、
三
、
六
一
八
人
、
二
、
八
八
五
人
、

三
、
〇
一
五
人
と
減
少
し
て
き
て
お
り
、
新
受
刑
者
総
数
に
占
め
る

割
合
も
六
・
九
％
か
ら
四
・
九
％
へ
と
下
降
し
て
い
る
（
表
2
）
。
こ

れ
に
伴
い
女
子
受
刑
者
の
平
均
収
容
人
員
も
減
少
傾
向
に
あ
り
、
八

九
・
九
〇
年
度
に
六
七
二
人
で
あ
っ
た
も
の
が
、
九
三
・
九
四
年
度

に
は
五
五
三
人
へ
と
減
少
し
て
い
る
。
当
該
年
度
に
お
け
る
平
均
収

容
人
員
全
体
に
占
め
る
女
子
受
刑
者
の
割
合
は
二
・
0
％
で
あ
る

（
表
1
）
。
ま
た
、
女
子
の
死
刑
確
定
者
お
よ
び
無
期
刑
受
刑
者
は
殆

ど
い
な
い
（
表
3
）
。

死
刑
確
定
者

刑
期
別
平
均
収
容
人
員
の
統
計
で
は
、

こ
れ
ま
で
公
表
さ
れ
て
こ
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な
か
っ
た
死
刑
確
定
者
の
収
容
状
況
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
の
が

注
目
さ
れ
る
（
表
3
）
。
統
計
中
央
局
が
発
行
す
る
司
法
統
計
に
も

終
局
処
分
別
処
理
状
況
の
デ
ー
タ
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
死
刑
と

無
期
が
一
つ
の
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
大
凡
の
動
向
は

掴
む
こ
と
が
で
き
て
も
、
死
刑
言
渡
し
人
員
の
正
確
な
数
字
を
把
握

　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
『
統
計
書
』
に
よ
れ
ば
、
九
三
・
九
四
年

度
に
お
け
る
死
刑
確
定
者
の
平
均
収
容
人
員
は
二
〇
人
で
、
う
ち
一

人
は
女
子
で
あ
る
。

　
社
会
化
教
育
少
年

　
表
4
は
、
社
会
化
教
育
少
年
（
＞
＝
勢
9
α
評
諄
ヨ
霧
釜
轟
ζ
・

母
コ
）
と
呼
ば
れ
る
刑
事
少
年
、
保
護
少
年
、
民
事
少
年
の
平
均
収

容
人
員
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
概
念
を
正
式

に
定
義
し
た
一
九
九
五
年
の
社
会
化
法
（
一
九
九
五
年
法
律
第
一
二

（
1
3
）号

）
に
よ
れ
ば
、
社
会
化
教
育
少
年
と
は
い
ず
れ
も
一
八
歳
未
満
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

者
と
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
『
統
計
書
』
の
表
で
は
二
一
歳
未
満

の
社
会
化
教
育
少
年
の
平
均
収
容
人
員
と
な
っ
て
い
る
。
い
ず
れ
に

せ
よ
、
女
子
少
年
収
容
者
が
極
端
に
少
な
い
の
が
目
立
つ
。

未
決
拘
禁
者

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
警
察
官
、

検
察
官
、
裁
判
官
が
そ
れ
ぞ
れ
勾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

留
権
限
を
も
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
『
統
計
書
』
で
も
警
察
（
≧
）
、

検
察
（
＞
ε
、
地
方
裁
判
所
・
第
一
審
（
＞
≡
）
、
高
等
裁
判
所
・

控
訴
審
（
≧
く
）
、
最
高
裁
判
所
・
上
告
審
（
＞
く
）
の
各
段
階
に

お
け
る
未
決
拘
禁
者
の
平
均
収
容
人
員
が
示
さ
れ
て
い
る
（
表
5
）
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
八
九
・
九
〇
年
度
か
ら
九
三
・
九
四
年
度
に
か
け

て
未
決
拘
禁
者
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
る
の
が
わ
か
る
。
但
し
、

『
統
計
書
』
に
計
上
さ
れ
て
い
る
未
決
拘
禁
者
の
収
容
人
員
と
は
司

法
省
が
管
理
す
る
拘
置
所
な
い
し
は
拘
置
支
所
に
収
監
さ
れ
て
い
る

被
疑
者
・
被
告
人
の
数
で
あ
り
、
警
察
の
留
置
場
に
収
容
さ
れ
て
い

る
未
決
拘
禁
者
の
数
は
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が

あ
る
。

　
な
お
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
上
訴
に
関
す
る
公
式
統
計
が
殆
ど
入

手
で
き
な
い
た
め
、
上
訴
審
の
段
階
で
身
柄
拘
束
さ
れ
て
い
る
被
告

人
の
数
を
示
し
た
『
統
計
書
』
か
ら
、
刑
事
事
件
に
関
す
る
ヒ
訴
の

状
況
を
あ
る
程
度
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
再
入
者
率

　
矯
正
施
設
の
平
均
収
容
人
員
に
占
め
る
再
入
者
の
割
合
は
、
八
九

・
九
〇
年
度
か
ら
九
三
・
九
四
年
度
に
か
け
て
七
・
0
％
、
六
・
六
％
、

六
・
八
％
、
七
・
三
％
、
五
・
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
一
般
的
に
言
っ

て
、
入
所
経
験
の
あ
る
者
の
割
合
は
低
く
、
西
ス
マ
ト
ラ
州
、
東
ジ
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ヤ
ワ
州
、
バ
リ
州
、
西
ヌ
サ
ト
ゥ
ン
ガ
ラ
州
、
イ
リ
ア
ン
ジ
ャ
ヤ
州

で
は
再
入
者
率
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
（
表
6
）
。
こ
れ
に
対
し
、

北
ス
マ
ト
ラ
州
や
中
部
ジ
ャ
ワ
州
、
南
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
な
ど
地
域

的
に
は
再
入
者
率
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
し
か
し
、

刑
事
手
続
に
お
け
る
猶
予
（
ダ
イ
バ
ー
ジ
ョ
ン
）
制
度
な
ど
の
内
容

や
運
用
の
仕
方
が
異
な
る
た
め
、
当
該
デ
ー
タ
を
も
っ
て
我
が
国
の

再
入
者
率
と
比
較
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
仮
出
獄
・
釈
放
前
帰
休

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
矯
正
施
設
に
お
け
る
仮
出
獄
（
幕
ヨ
σ
3
霧
讐

び
震
亀
貰
簿
）
の
状
況
に
関
し
て
は
こ
れ
ま
で
全
く
統
計
が
公
表
さ

れ
て
き
て
お
ら
ず
、
そ
の
た
め
特
定
の
施
設
や
地
域
に
限
定
し
た
調

査
か
ら
大
凡
の
動
向
を
把
握
す
る
程
度
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ

た
。
こ
れ
に
対
し
『
統
計
書
』
は
、
仮
出
獄
の
外
、
釈
放
前
帰
休
や

同
化
処
遇
な
ど
の
開
放
的
処
遇
に
関
す
る
デ
ー
タ
も
掲
載
し
て
お
り
、

そ
う
し
た
意
味
で
貴
重
な
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

　
表
7
に
よ
れ
ば
、
仮
出
獄
人
員
は
一
九
八
九
年
の
四
四
六
人
か
ら

大
幅
に
増
加
し
、
九
三
年
に
は
一
、
五
二
〇
人
と
な
っ
て
い
る
。
残

念
な
が
ら
出
所
人
員
（
満
期
釈
放
＋
仮
釈
放
人
員
）
に
関
す
る
デ
ー

タ
が
な
い
た
め
正
確
な
仮
出
獄
率
を
求
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し

か
し
、
毎
年
、
六
万
人
台
か
ら
七
万
人
台
の
新
受
刑
者
が
あ
り
な
が

ら
、
平
均
収
容
人
員
が
一
定
の
数
に
止
ま
っ
て
い
る
の
は
、
入
所
人

員
と
ほ
ぼ
同
じ
出
所
人
員
が
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
と
す
れ

ば
、
雑
駁
な
計
算
で
は
あ
る
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仮
出
獄
率
は
数

％
前
後
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
、
近
年
、
増
加
傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、

収
容
者
全
体
か
ら
す
れ
ば
そ
の
適
用
は
ま
だ
一
部
の
受
刑
者
に
限
ら

れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、
仮
出
獄
と
実
質
的
に
は
同
じ
効
果

が
生
ず
る
釈
放
前
帰
休
（
8
ユ
ヨ
①
三
〇
一
き
磯
σ
3
霧
）
並
び
に
外

部
通
勤
や
構
外
作
業
を
行
う
同
化
処
遇
（
冨
ヨ
ぼ
轟
讐

霧
冒
量
巴
に
つ
い
て
も
同
様
の
事
が
当
て
は
ま
る
。

　
レ
ミ
ツ
シ
ョ
ン

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
毎
年
、
独
立
記
念
日
に
当
た
る
八
月
一
七

日
に
受
刑
者
を
対
象
と
し
た
大
規
模
な
レ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
が
実
施
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
受
刑
者
率
を
緩
和
す
る
方
向
に
作
用
し
て
い
る
。

表
8
は
八
九
年
か
ら
九
三
年
ま
で
の
レ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
実
施
人
員
と

有
期
の
懲
役
受
刑
者
に
占
め
る
そ
の
割
合
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

レ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
に
は
、
刑
の
執
行
期
間
の
一
部
を
短
縮
す
る
場
合

（
菊
ゆ
ピ
と
刑
の
執
行
期
間
の
全
部
を
免
除
し
、
即
釈
放
す
る
場
合

（
菊
甲
包
と
が
あ
り
、
両
者
を
併
せ
る
と
毎
年
半
数
以
上
の
受
刑

者
が
レ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
こ
の
割
合
は

八
月
一
七
日
当
日
の
収
容
人
員
に
対
す
る
割
合
で
は
な
く
、
平
均
収
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容
人
員
を
基
に
計
算
し
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
必
ず
し
も
厳
密
な
数

字
で
は
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
な
お
、
レ
ミ
ッ
シ

ョ
ン
の
実
施
状
況
は
地
域
に
よ
っ
て
差
が
大
き
く
、
一
九
九
三
年
で

見
る
と
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
や
ジ
ョ
ク
ジ
ャ
カ
ル
タ
の
特
別
区
な
ど
は
対

象
者
の
割
合
が
四
〇
％
未
満
で
あ
る
の
に
対
し
、
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
や

北
ス
ラ
ウ
ェ
シ
な
ど
は
そ
の
倍
近
い
七
〇
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
。

　
矯
正
施
設
に
お
け
る
事
故

　
八
九
・
九
〇
年
度
か
ら
九
三
・
九
四
年
度
の
五
年
間
に
社
会
化
施

設
や
拘
置
所
か
ら
逃
走
し
た
収
容
者
は
計
一
、
〇
二
六
人
で
、
そ
の

う
ち
三
六
七
人
（
三
五
・
八
％
）
が
逮
捕
さ
れ
て
い
る
が
、
残
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

未
逮
捕
の
ま
ま
で
あ
る
（
表
9
）
。
地
域
的
に
は
、
南
ス
マ
ト
ラ
州

な
ど
ス
マ
ト
ラ
島
の
施
設
に
お
い
て
逃
走
事
故
が
多
い
。
こ
れ
は
、

同
地
域
が
マ
ラ
ッ
カ
海
峡
を
挟
ん
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
マ
レ
ー
シ
ア

と
隣
接
し
て
い
る
と
い
う
地
理
的
背
景
が
関
係
し
て
い
る
可
能
性
が

あ
る
。

　
ま
た
『
統
計
書
』
は
、
社
会
化
施
設
に
お
け
る
受
刑
者
の
病
死
事

故
に
つ
い
て
も
報
告
し
て
お
り
、
同
期
間
の
死
亡
者
数
は
七
二
四
人

に
達
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
『
統
計
書
』
は
、
こ
れ
ま
で
公
式
統

計
と
い
う
形
で
は
公
表
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
施
設
事
故
の
デ
ー
タ
に

つ
い
て
も
掲
載
し
て
お
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
矯
正
制
度
に
対
す
る

可
視
性
を
高
め
る
も
の
と
し
て
評
価
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
保
護
観
察
対
象
者

　
保
護
観
察
に
関
す
る
統
計
が
記
さ
れ
て
い
る
点
で
も
『
統
計
書
』

は
重
要
で
あ
る
（
表
1
0
）
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
デ
ー
タ
は
、
社

会
化
事
務
所
（
ω
巴
鉱
諄
目
勉
亀
費
諄
緯
き
）
1
保
護
観
察
所
に

相
当
1
が
担
当
し
た
保
護
観
察
対
象
者
の
平
均
人
員
と
い
う
形
で

示
さ
れ
て
い
る
た
め
、
毎
年
、
新
規
の
保
護
観
察
対
象
者
が
実
際
に

何
人
い
る
の
か
が
わ
か
ら
ず
不
便
で
あ
る
。
実
際
、
表
7
で
示
さ
れ

て
い
る
仮
出
獄
や
釈
放
前
帰
休
対
象
者
は
新
た
に
保
護
観
察
に
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
外
、
条
件
附
刑
（
巳
9
轟
σ
震
碕
胃
簿
）

ー
保
護
観
察
附
執
行
猶
予
－
対
象
者
や
少
年
に
対
す
る
保
護
者

委
託
処
分
を
受
け
た
少
年
対
象
者
も
保
護
観
察
を
受
け
る
こ
と
に
な

る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
統
計
中
央
局
の
司
法
統
計
が
参
考
に
な
る
。

し
か
し
、
そ
れ
に
よ
る
と
、
条
件
附
刑
だ
け
で
も
毎
年
七
、
O
O
O

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

人
か
ら
九
、
O
O
O
人
が
言
渡
し
を
受
け
て
お
り
、
『
統
計
書
』
の
保

護
観
察
対
象
者
と
符
合
し
な
く
な
っ
て
く
る
。
『
統
計
書
』
の
デ
ー

タ
が
平
均
対
象
人
員
で
あ
る
こ
と
が
主
な
原
因
と
考
え
ら
れ
る
が
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
保
護
観
察
実
務
の
現
状
を
正
確
に
示
す
た

め
に
、
今
後
は
保
護
観
察
新
規
対
象
者
な
い
し
新
規
受
理
人
員
と
い

う
形
で
の
統
計
が
望
ま
れ
る
。
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矯
正
施
設
の
数

　
一
九
九
六
年
に
司
法
省
調
査
開
発
セ
ン
タ
ー
が
公
刊
し
た
『
受
刑

者
・
未
決
拘
禁
者
必
要
最
低
基
準
と
の
関
連
に
お
け
る
社
会
化
施
設

お
よ
び
拘
置
所
の
収
容
定
員
に
関
す
る
調
査
報
告
書
』
ー
以
下
、

『
報
告
書
』
と
称
す
る
ー
に
よ
れ
ば
、
現
在
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

は
一
四
八
の
社
会
化
施
設
と
一
五
五
の
拘
置
所
お
よ
び
七
三
の
拘
置

支
所
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
更
に
新
し
い
デ
ー
タ
に
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

れ
ば
、
拘
置
支
所
が
三
施
設
増
設
さ
れ
て
七
六
施
設
と
な
っ
て
い
る

（
表
n
）
。
社
会
化
施
設
の
う
ち
、
組
織
上
、
第
一
級
施
設
に
指
定
さ

れ
て
い
る
の
は
全
国
に
一
〇
施
設
足
ら
ず
で
、
後
は
第
二
A
級
と
第

二
B
級
施
設
が
そ
れ
ぞ
れ
五
一
施
設
と
八
七
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
〇
あ
る
第
一
級
施
設
の
う
ち
七
施
設
は
ジ
ャ
カ
ル
タ
特

別
区
を
始
め
ジ
ャ
ワ
島
に
集
中
し
て
お
り
、
後
は
北
ス
マ
ト
ラ
州
、

南
ス
マ
ト
ラ
州
、
そ
れ
に
南
ス
ラ
ウ
ェ
シ
州
に
一
施
設
ず
つ
あ
る
だ

け
で
あ
る
。
拘
置
所
に
つ
い
て
も
、
第
一
級
施
設
は
ジ
ャ
ワ
島
に
ほ

ぼ
集
中
し
て
お
り
（
五
施
設
）
、
他
の
地
域
で
は
施
設
の
大
半
が
規

模
の
小
さ
い
第
二
B
級
拘
置
所
（
一
四
三
施
設
）
か
拘
置
支
所
と
な

っ
て
い
る
。

　
な
お
、
保
護
観
察
所
に
あ
た
る
社
会
化
事
務
所
は
、
第
一
級
事
務

所
が
一
四
、
第
二
級
事
務
所
が
三
〇
の
計
四
四
施
設
が
あ
る
。

　
矯
正
施
設
の
収
容
定
員
と
収
容
状
況

　
矯
正
施
設
の
収
容
定
員
は
収
容
者
の
環
境
や
処
遇
に
と
っ
て
重
要

な
意
味
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
収
容
定
員

に
関
す
る
古
い
調
査
記
録
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
『
報
告
書
』

で
は
、
全
国
の
社
会
化
施
設
お
よ
び
拘
置
所
（
支
所
を
含
む
）
施
設

の
物
理
的
状
況
を
精
密
に
調
査
し
た
上
で
、
矯
正
施
設
の
収
容
環
境

に
関
す
る
国
際
基
準
を
参
考
に
し
な
が
ら
新
た
な
収
容
定
員
を
算
出

し
直
し
、
こ
れ
を
従
来
の
収
容
定
員
と
を
比
較
す
る
と
い
う
手
法
を

用
い
る
こ
と
で
現
在
の
矯
正
施
設
に
お
け
る
収
容
状
況
を
再
分
析
す

る
と
共
に
、
今
後
の
施
設
や
収
容
環
境
の
改
善
に
つ
い
て
提
言
を
行

っ
て
い
る
。

　
新
し
い
収
容
定
員
に
算
出
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
全
国
に
あ
る
全

て
の
矯
正
施
設
に
お
け
る
居
室
の
行
動
面
積
と
寝
台
面
積
を
測
定
し

て
い
る
。
次
に
、
収
容
者
一
人
当
た
り
に
必
要
な
行
動
面
積
と
寝
台

面
積
を
そ
れ
ぞ
れ
五
・
四
㎡
と
二
㎡
に
設
定
し
た
上
で
、
測
定
し
た

各
施
設
の
行
動
面
積
と
寝
台
面
積
を
こ
れ
で
割
っ
て
、
行
動
面
積
と

寝
台
面
積
の
両
面
か
ら
施
設
毎
の
最
大
収
容
定
員
を
求
め
て
い
る
。

『
報
告
書
』
に
は
、
全
国
に
あ
る
全
て
の
矯
正
施
設
（
社
会
化
施
設
、

拘
置
所
、
拘
置
支
所
）
の
平
均
収
容
人
員
（
一
九
九
三
年
一
月
か
ら

一
九
九
四
年
七
月
ま
で
の
期
間
で
計
算
）
、
各
施
設
の
従
来
の
収
容
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定
員
、
行
動
面
積
か
ら
求
め
た
新
収
容
定
員
、
寝
台
面
積
か
ら
求
め

た
新
収
容
定
員
が
記
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
に
平
均
収
容
人
員
に
対
す

る
収
容
率
が
そ
れ
ぞ
れ
三
つ
の
収
容
定
員
毎
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
全
国
に
一
四
八
あ
る
社
会
化
施
設
の
う
ち
、
現

在
の
収
容
定
員
を
基
準
と
し
た
場
合
の
収
容
率
が
一
〇
〇
％
を
超
え

て
い
る
施
設
は
一
二
一
施
設
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
多
く
は
一
〇
〇
数

％
か
ら
コ
ニ
O
％
台
の
収
容
率
で
あ
り
（
表
12
）
、
し
か
も
州
単
位

で
み
た
場
合
、
平
均
収
容
人
員
が
現
在
の
収
容
定
員
を
上
回
っ
て
い

る
州
は
な
い
（
表
1
3
a
）
。
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
体
で
も
、
現
在
の
収

容
定
員
四
万
六
、
四
九
四
人
に
対
し
平
均
収
容
人
員
は
二
万
六
、
三
九

六
人
で
、
収
容
率
は
五
七
％
と
か
な
り
低
い
値
と
な
っ
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
従
来
の
収
容
定
員
を
基
準
と
し
た
場
合
、
施
設
に
よ
っ
て

は
定
員
を
超
え
て
収
容
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
も
の
の
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
全
体
と
し
て
は
過
剰
収
容
の
問
題
は
な
い
と
言
え
そ
う
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
居
室
に
お
け
る
収
容
者
一
人
当
た
り
の
行
動

面
積
お
よ
び
寝
台
面
積
を
基
準
に
算
定
し
直
し
た
収
容
定
員
を
基
準

に
す
る
と
、
州
や
全
国
レ
ベ
ル
で
こ
そ
収
容
率
が
七
〇
％
を
切
る
も

の
の
、
施
設
単
位
て
見
る
と
収
容
率
が
一
〇
〇
％
を
超
え
る
施
設
が

そ
れ
ぞ
れ
四
四
施
設
と
三
七
施
設
も
あ
り
（
表
1
2
）
、
全
施
設
の
約

三
割
が
過
剰
収
容
の
状
態
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
な
か
に
は
収
容
率

が
二
〇
〇
％
を
超
え
る
施
設
も
見
ら
れ
る
。
特
に
、
南
ス
マ
ト
ラ
州
、

ラ
ン
プ
ン
州
、
東
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
、
東
ヌ
サ
ト
ゥ
ン
ガ
ラ
州
の
施

設
に
問
題
が
多
い
。
］
般
に
深
刻
な
過
剰
収
容
の
問
題
の
な
い
と
言

わ
れ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
矯
正
施
設
に
あ
っ
て
も
、
一
定
の
基
準
に

従
っ
て
収
容
定
員
を
算
出
し
直
し
、
そ
の
上
で
施
設
の
収
容
状
況
を

み
て
み
る
と
、
収
容
環
境
の
よ
く
な
い
施
設
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
こ

と
が
わ
か
る
。

　
こ
の
よ
う
に
、
収
容
率
を
求
め
る
上
で
の
基
準
と
な
る
収
容
定
員

そ
の
も
の
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
こ
と
な
し
に
過
剰
収
容
の
有
無
を

論
じ
た
と
こ
ろ
で
得
る
と
こ
ろ
が
少
な
い
。
そ
う
し
た
意
味
で
、
国

際
基
準
に
基
づ
い
て
収
容
定
員
そ
の
も
の
を
見
直
し
、
収
容
状
況
を

で
き
る
限
り
客
観
的
に
評
価
し
よ
う
と
試
み
た
『
報
告
書
』
の
姿
勢

は
評
価
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
『
報
告
書
』
は
、
以
上
の
分
析
結
果
に

基
づ
い
て
、
新
た
な
施
設
の
建
設
や
拡
張
は
当
面
必
要
な
く
、
受
刑

者
の
移
送
な
ど
に
よ
っ
て
対
応
可
能
で
あ
る
と
し
つ
つ
も
、
最
低
基

準
を
満
た
し
得
る
よ
う
な
指
針
を
策
定
し
、
施
設
の
収
容
定
員
を
見

直
す
必
要
が
あ
る
と
結
論
付
け
て
い
る
。

　
矯
正
施
設
に
お
け
る
設
備

　
表
14
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
国
の
矯
正
施
設
（
拘
置
所
・
拘
置
支

所
を
含
む
）
の
う
ち
処
遇
や
教
育
設
備
、
宗
教
施
設
、
診
療
所
な
ど

を
有
す
る
施
設
の
数
と
そ
の
割
合
を
表
し
て
い
る
。
拘
置
所
や
拘
置
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支
所
ま
で
含
め
て
集
計
さ
れ
て
い
る
の
は
、
現
在
、
拘
置
所
に
も
一

定
の
刑
期
以
下
の
受
刑
者
を
収
容
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
と
思
わ
れ

る
が
、
結
果
と
し
て
受
刑
施
設
で
あ
る
社
会
化
施
設
の
設
備
状
況
は

わ
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
で
も
、
全
施
設
の
八
割
前
後
が

処
遇
や
教
科
教
育
の
た
め
の
設
備
を
有
し
て
お
り
、
農
場
や
農
園
を

も
つ
施
設
も
三
割
弱
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
地
域
的
に
は

設
備
の
整
っ
て
い
な
い
と
こ
ろ
も
あ
り
、
特
に
、
中
部
ジ
ャ
ワ
州
は
、

施
設
数
や
収
容
人
員
が
多
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
処
遇
や
教
育
設
備

の
設
置
状
況
が
全
国
平
均
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
実
際
の
設
備
の
内

容
に
つ
い
て
は
、
『
報
告
書
』
の
第
一
冊
か
ら
第
三
冊
ま
で
に
詳
細

な
報
告
が
あ
る
。

　
宗
教
施
設
に
つ
い
て
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
多
く
が
ム
ス
リ
ム

で
宗
教
的
関
心
も
高
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
施
設
に
モ
ス
ク
や
教
会

が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
モ
ス
ク
の
設
置
状
況
は
一
〇
〇
％
で
な
い
が
、

た
と
え
モ
ス
ク
が
な
く
と
も
ム
シ
ョ
ラ
と
呼
ば
れ
る
礼
拝
室
が
必
ず

設
置
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
診
療
所
の
設
置
状
況
は
六
割
弱
で
、
必
ず
し
も
良
い

と
は
言
え
な
い
。
特
に
、
北
ス
マ
ト
ラ
州
や
中
部
ジ
ャ
ワ
州
で
は
、

診
療
所
の
あ
る
施
設
の
方
が
む
し
ろ
例
外
と
な
っ
て
い
る
。
表
9
で

示
し
た
よ
う
に
、
矯
正
施
設
に
お
け
る
病
死
者
が
多
い
こ
と
の
背
景

と
し
て
、
こ
う
し
た
診
療
所
の
未
整
備
が
関
係
し
て
い
る
と
し
た
ら

事
は
重
大
で
あ
る
。

　
矯
正
施
設
の
職
員

　
『
報
告
書
』
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
矯
正
施
設
に
勤
務
す
る
職
員

に
つ
い
て
も
分
析
を
行
っ
て
い
る
。
全
職
員
数
は
二
万
一
、
三
五
七

人
で
、
う
ち
女
性
職
員
は
二
、
八
四
四
人
で
あ
る
（
表
1
5
）
。
ま
た
施

設
の
種
類
別
で
は
、
社
会
化
施
設
の
職
員
数
が
↓
万
一
、
六
〇
四
人

で
、
拘
置
所
お
よ
び
拘
置
支
所
の
職
員
数
は
九
、
七
五
三
人
と
な
っ

て
い
る
。
全
職
員
の
う
ち
保
安
職
員
の
数
は
一
万
三
、
三
九
四
人
で

あ
り
、
処
遇
部
門
の
担
当
官
は
四
、
四
三
四
人
、
残
り
の
三
、
五
二
九

人
が
事
務
職
員
で
あ
る
。
施
設
職
員
数
の
対
収
容
者
比
率
を
求
め
て

み
る
と
、
職
員
一
人
当
た
り
の
平
均
収
容
者
数
は
二
・
O
人
（
社
会

化
施
設
だ
け
で
は
二
・
三
人
）
と
な
る
。
保
安
職
員
一
人
に
対
す
る

平
均
収
容
者
数
は
三
・
三
人
、
ま
た
処
遇
担
当
官
一
人
に
つ
い
て
は

九
・
八
人
と
な
る
。

　
お
わ
り
に

　
先
頃
公
表
さ
れ
た
統
計
お
よ
び
報
告
書
を
基
に
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

に
お
け
る
矯
正
保
護
の
現
状
を
概
観
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら

の
デ
ー
タ
の
中
に
は
集
計
方
法
や
用
語
の
定
義
が
不
明
確
で
あ
っ
た

り
、
特
に
『
報
告
書
』
の
方
に
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
他
の

94



インドネシアの矯正保護統計［1989年度～1993年度］

統
計
の
例
に
漏
れ
ず
、
誤
植
や
計
算
ミ
ス
と
思
わ
れ
る
部
分
が
散
見

さ
れ
る
た
め
、
統
計
の
利
用
に
あ
た
っ
て
一
抹
の
不
安
も
残
る
こ
と

も
確
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
回
公
表
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
な
か
に
は
、

従
来
未
公
表
で
あ
っ
た
も
の
や
、
ま
た
集
計
す
ら
行
わ
れ
て
い
な
か

っ
た
も
の
も
あ
り
、
そ
う
し
た
意
味
で
貴
重
な
資
料
と
言
え
よ
う
。

　
な
お
、
今
回
の
『
統
計
書
』
は
第
五
次
五
力
年
開
発
計
画
の
期
間

に
当
た
る
一
九
八
九
年
度
か
ら
一
九
九
三
年
度
ま
で
の
デ
ー
タ
し
か

扱
っ
て
い
な
い
が
、
司
法
省
社
会
化
総
局
に
よ
れ
ば
今
後
も
継
続
し

て
統
計
書
を
発
行
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
の
で
、

も
し
実
現
す
れ
ば
、
第
六
次
五
力
年
開
発
計
画
（
一
九
九
四
年
度
～

】
九
九
八
年
度
）
が
終
了
す
る
｝
九
九
九
年
か
二
〇
〇
〇
年
に
は
次

回
の
統
計
が
編
纂
さ
れ
る
見
通
し
で
あ
る
。
今
回
見
ら
れ
た
集
計
上

の
不
備
を
で
き
る
限
り
解
消
し
た
、
よ
り
正
確
で
有
用
な
統
計
の
編

纂
が
望
ま
れ
る
。

（
－
）
　
ω
↓
＞
一
＝
ω
一
口
囚
℃
匹
≦
＞
ω
＜
＞
閃
＞
ス
映
り
＞
Z
U
一
　
一
Z
O
（
）
Z
国
QQ
固
＞
QD
国
r
＞
7
一
＞

　
℃
国
口
↓
＞
く
一
〇
〇
。
O
望
一
）
お
8
（
℃
5
讐
℃
窪
巴
一
戯
き
α
き
－
撃
鷺
－

ヨ
富
夷
き
0
8
巽
8
ヨ
窪
区
魯
ゆ
犀
巨
き
匹
a
二
一
8
①
）
、

（
2
）
琢
＞
ゴ
。
。
↓
ヌ
訳
空
召
z
F
一
㊤
認
餌
辞
凶
（
じO
畔
0
1
仁
ω
讐
ω
富
け
陣
－

　
ω
二
犀
＆
こ
一
〇
置
）
●

（
3
）
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
刑
事
法
関
係
の
統
計
書
に
つ
い
て
は
、

　
拙
稿
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
刑
事
法
文
献
目
録
（
］
）
1
単
行
書
編

1
」
法
学
研
究
六
九
巻
四
号
（
一
九
九
六
）
一
八
O
I
一
八
一
頁

　
を
参
照
の
事
。

（
4
）
ω
↓
ン
⇒
。∩
ゴ
国
国
空
冨
z
F
”
oo
5
お
男
O
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＞
［
閣
呂
ヌ
9
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男
一
＞
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霧
＞
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ス
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z
一
㊤
窪
碧
し
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（
国
3
℃
仁
ω
讐
oo
鼠
ロ
ω
鉱
開
Φ
α
；
一
〇
8
）
■

（
5
）
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
矯
正
保
護
制
度
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ン

　
ド
ネ
シ
ア
に
お
け
る
矯
正
・
保
護
実
務
の
現
状
（
一
）
（
二
）
」
法
学

研
究
六
六
巻
七
号
（
一
九
九
三
）
六
〇
頁
以
下
、
六
六
巻
八
号
（
］

　
九
九
三
）
七
九
頁
以
下
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
6
）
ピ
ζ
○
召
z
℃
男
露
ヨ
＞
z
”
内
毛
＞
。。
肩
＞
。
。
ピ
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＞
－

　。。

イ
＞
召
開
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＞
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＼
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＞
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＞
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Z
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U
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震
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①
・

　
ヨ
B
訳
魯
四
ξ
ヨ
餌
⇒
皆
a
こ
一
8
0
）
■

（
7
）
　
一
九
九
五
年
の
人
口
調
査
に
よ
る
と
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
全
国
の

　
人
口
密
度
が
↓
〇
一
人
で
あ
る
の
に
対
し
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
特
別
区
は

　
一
万
五
、
四
四
五
人
と
突
出
し
て
お
り
、
ま
た
ジ
ャ
ワ
各
州
も
全
国

　
平
均
の
七
倍
か
ら
九
倍
の
人
口
密
度
と
な
っ
て
い
る
。
ω
募
ゴ
。。
↓
長

　
一
Z
じ
（
）
Z
国
Qつ
一
＞
一
〇
㊤
㎝
m
旨
ω
“
I
GQ
㎝
（
ω
凶
吋
O
℃
仁
ω
帥
辞
Qり
貯
餌
二
ω
瓢
闘
Φ
α
こ
一
〇
〇
①
）
。

（
8
）
　
oっ
↓
ン
目
o
。
↓
民
区
空
署
z
F
”
ω
q
7
田
男
U
＞
↓
＞
［
国
…
w
＞
（
申
＞
℃
国
ζ
＞
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。
。
く
夷
＞
訳
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↓
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z
お
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？
o
o
一
～
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〇
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（
ω
罵
o
℃
⊆
ω
讐
oo
蜜
二
ω
辞
凶
犀
巴
こ

　
お
○
○
ω
～
一
8
①
）
・

（
9
）
　
こ
の
新
受
刑
者
数
に
つ
い
て
の
『
統
計
書
』
中
の
表
で
は
、
何

　
故
か
年
度
表
記
で
は
な
く
年
表
記
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
一
つ
の
統
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計
書
中
に
異
な
る
集
計
期
間
を
用
い
る
の
は
混
乱
の
元
で
あ
る
。
さ

　
ら
に
幾
つ
か
の
理
由
か
ら
、
こ
の
表
に
関
し
て
は
統
計
中
央
局
の
デ

　
ー
タ
を
利
用
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

（
1
0
）
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
刑
法
典
（
内
C
寓
℃
）
第
二
八
一
条
乃
至
第
二

　
八
三
条
、
第
二
八
五
条
乃
至
第
三
〇
二
条
。

（
1
1
）
　
ω
↓
＞
目
o
。
↓
民
囚
匹
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z
F
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〇〇
¢
7
田
国
刃
O
＞
↓
ン
［
匡
ζ
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甲
ン
℃
雰
雰
、

　
o
。
＜
＞
勾
＞
開
＞
↓
＞
z
一
8
倉
。
。
ミ
b
ミ
昌
o
辞
①
倉
讐
一
①

（
1
2
）
　
ω
↓
ン
ゴ
胃
鼻
囚
勾
…
一
z
F
”
oo
舅
お
男
U
ン
↓
ン
℃
要
（
｝
＞
o
F
ン
z
Z
図
－

　
o
男
剛
一
8
“
碧
N
ρ
oo
ω
－
自
（
ω
一
8
℃
島
碧
oo
寅
房
併
幹
巴
こ
一
〇
〇
〇
）
。

（
1
3
）
社
会
化
法
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
新
し
い
矯

　
正
保
護
法
ー
一
九
九
五
年
「
社
会
化
法
」
を
巡
っ
て
ー
」
法
学

　
研
究
六
九
巻
一
一
号
（
↓
九
九
六
）
一
七
頁
以
下
を
参
照
の
事
。
な

　
お
同
法
は
、
拙
訳
「
一
九
九
五
年
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
化
法
［
邦

　
訳
］
」
法
学
研
究
七
〇
巻
三
号
（
］
九
九
七
）
八
五
頁
以
下
に
全
訳

　
が
あ
る
。

（
14
）
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
社
会
化
法
第
一
条
第
八
号
。
な
お
、
一
九
九
七

　
年
一
月
三
日
に
少
年
裁
判
法
（
C
＝
3
轟
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＆
き
鵬
Z
O
ヨ
自
ら。

↓
昌
⊆
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口
＄
夷
℃
窪
駆
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雪
＞
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畏
）
が
成
立
し
、
公

布
さ
れ
て
い
る
。
但
し
、
同
法
は
、
公
布
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
経

　
過
し
た
後
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

（
1
5
）
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ド
ネ
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囚
d
＝
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第
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乃
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三
一
条
。

（
1
6
）
　
イ
ン
ド
ネ
シ
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の
矯
正
施
設
に
お
け
る
逃
走
事
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に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
社
会
事
情
と
犯
罪
者
処
遇
」
刑
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〇
八
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二
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↓
九
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）
四
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1992／1993 1993／1994

計 男子 女子 計 男子 女子 計 受刑者率＊3

668 795 12 807 849 12 861 22．4

2，618 2，423 65 2488
　，

2，225 62 2，287 20．6

433 418 13 431 432 16 448 10．4

739 723 13 736 832 15 847 21．7

2，147 2，024 13 2037
　，

2289
　，

12 2，301 31．9

465 415 6 421 455 11 466 19．7

1，126 1，100 5 1105
　，

1156
　， 7 1，163 17．5

381 362 3 365 357 4 361 25．6

2，351 1，719 105 1824
　，

1903
　，

80 1，983 21．8

2，619 2，493 25 2，518 2728
　，

28 2，756 7．0

3，210 2，782 50 2832
　，

2364
　，

48 2，412 8．1

301 282 6 288 240 5 245 8．4

4，245 3，724 109 3，833 3，405 104 3，509 10．4

453 451 6 457 450 4 454 12．5

568 457 6 463 563 5 568 19．6

284 263 2 265 248 2 250 15．4

488 421 5 426 436 5 441 19．1

392 336 9 345 379 11 390 13．5

436 448 12 460 501 11 512 140

1，431 1，413 34 1447
　，

1568
　，

34 1，602 36．3

613 555 11 566 603 11 614 23．2

401 397 5 402 377 5 382 19．7

1，802 1，724 32 1，756 1785
　，

36 1，821 24．1

256 211 4 215 276 3 279 17．6

331 404 6 410 428 9 437 20．9

515 490 10 500 542 13 555 28．6

29，273 26，830 567 27，397 27，391 553 27，944 14．3

資料　Statlstlk

　　　　　tlan　dan

Pemasyarakatan　dl　lndonesla　Selama　PELITA　V1989
Pengembangan　Departemen　Kehakiman　RI　ed，，1996）

人口

1995＊4

3，848

11，115

4，323

3，900

7，208

2，370

6，658

1，409

9112
　，

39，207

29，653

2，917

33，844

3，636

2，893

1，627

2，314

2，896

3，646

4，417

2，649

1，938

7，558

1，587

2，087

1，943

194，755

s／d　l993　（Pusat　Peneli一
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インドネシアの矯正保護統計［1989年度～1993年度］

　表1受刑者の平均収容人員＊1

州
1989／1990 1990／1991 1991／1992

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子

アチェ 807 4 811 717 9 726 659 9

北スマトラ 2，323 62 2，385 2，404 55 2，459 2，564 54

西スマトラ 496 14 510 459 15 474 430 3

リアウ 812 17 829 737 18 755 724 15

南スマトラ 1，925 16 1，941 1，954 17 1，971 2，134 13

ジヤンビ 460 4 464 496 3 499 460 5

ランプン 953 9 962 1，000 8 1，008 1，120 6

ベンクルー 311 4 315 365 2 367 379 2

ジャカルタ特別区 2，361 115 2，476 2，100 121 2，221 2，243 108

西ジヤワ 2，979 29 3，008 2，700 18 2，718 2，606 13

中部ジヤワ 2，924 95 3，019 3，238 99 3，337 3，146 64

ジョクジャカルタ 213 7 220 275 7 282 293 一
8

東ジヤワ 4，337 131 4，468 4，180 116 4，296 4，132 113

西カリマンタン 534 7 541 485 8 493 447 6

南カリマンタン 577 7 584 599 7 606 561 7

中部カリマンタン 261 1 262 267 4 271 280 4

東カリマンタン 484 9 493 447 12 459 480 8

バリ 362 13 375 370 5 375 374 18

西ヌサトゥンガラ 474 11 485 414 10 424 423 13

東ヌサトゥンガラ＊2 1，358 29 1，387 1，342 27 1，369 1，403 28

北スラウェシ 618 17 635 589 12 601 598 15

中部スラウェシ 398 6 404 365 8 373 392 9

南スラウェシ 1，751 33 1，784 1，685 28 1，713 1，772 30

東南スラウェシ 225 10 235 223 6 229 249 7

マルク 344 14 358 318 15 333 325 6

イリアンジャヤ 529 8 537 562 14 576 505 10

合　　計 28，816 672 29，488 28，291 644 28，935 28，699 574

注＊1
　＊2
　＊3
　＊4

月末における収容人員の当年度（12カ月）分の延べ人員を12で除したもの。

東ティモールを含む。

1995年の人口統計に基づく人口10万人当たりの受刑者数。
Statistik　Indonesia1995（Blro　Pusat　Statistlk　ed，1996）による。単位千人。
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1993

男子 女子 計

15　（0．0） 0　（0．0） 15　（0．0）

14　（0．0） 0　（0．0） 14　（0．0）

2，259　（3．9） 65　（2．2） 2，324　（3。8）

164　（0．3） 9　（0．3） 173　（0．3）

13　（0．0） 0　（0．0） 13　（0．0）

189　（0．3） 8　（0。3） 197　（0．3）

270　（0．5） 14　（0．5） 284　（0．5）

1，699　（2．9） 136　（4．5） 1，835　（3。0）

1，260　（2．2） 113　（3．7） 1，373　（2．2）

505　（0．9） 26　（0．9） 531　（0．9）

1，847　（3．2） 132　（4．4） 1，979　（3．2）

6，027（10．3） 177　（5．9） 6，204（10．1）

27，427（47．0） 586（19．4） 28，013（45．7）

3，776　（6．5） 27　（0．9） 3，803　（6．2）

660　（1．1） 6　（0．2） 666　（L1）

1，161　（2．0） 41　（1．4） 1，202　（2．0）

1，493　（2．6） 168　（5．6） 1，661　（2．7）

171　（0．3） 6　（0．2） 177　（0．3）

32　（0．1） 0　（0．0） 32　（0．1）

1，257　（2．2） 29　（1．0） 1，286　（2．1〉

221　（0．4） 664（22．0） 885　（1．4）

200　（0．3） 8　（0．3） 208　（0．3）

581　（1．0） 17　（0．6〉 598　（1．0〉

7，095（12．2） 783（26．0） 7，878（12．8）

58，336　（100） 3，015　（100） 61，351　（100）

　　＊4経済犯罪の捜査、訴追及び裁判に関する法律（1955年法律［緊急立法］第7号に基づく犯罪。

資料：Statistik　Pemasyarakatan　di　Indonesia　Selama　PELITA　V1989s／d1993（Pusat　Penelitian

　　　dan　Pengembangan　Departemen　Kehakiman　RI　ed，1996）

1992／1993 1993／1994

計 男子 女子 計 男子 女子 計

17 17 1 18 19 1 20　（0．1）

61 67 0 67 74 0 74　（0．3）

19，513 18，421 397 18，818 18，977 383 19，360（69．3）

9，682 8，325 169 8，494 8321
　，

169 8，490（30．4）

29，273 26，830 567 27，397 27，391 553 27，944　（100）
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インドネシアの矯正保護統計［1989年度～1993年度］

表2　罪名別新受刑者数

罪　　名 1989 1990 1991 1992

国家に対する罪 47　（0．1） 11　（0．0） 48　（0．1） 65　（0．1）

国家元首に対する罪 16　（0．0） 34　（0．0） 37　（0．1） 31　（0．1）

公共の秩序に対する罪 1，397　（1．9） 1，764　（2．5） 1，571（2．3） 1，847　（3．0）

放　　火 197　（0．3） 213　（0．3） 214　（0．3） 232　（0．4）

贈　　賄 7　（0．0） 19　（0．0） 3　（0．0） 10　（0．0）

通貨偽造 235　（0．3） 168　（0．2） 145　（0．2） 132　（0．2）

文書等偽造 311　（0．4〉 285　（0．4） 324　（0．5） 305　（0．5）

道徳に対する罪＊1 1，609　（2。2） 1，818　（2．5〉 1，468　（2．2） 1，657（2．7）

賭　　博 4，696（6．3） 2，699（3．8） 2，905（4．3） 1，462（2．4）

誘　　拐 474　（0、6） 512　（0．7） 408　（0．6） 486　（0．8）

殺　　人 1，891　（2．6） 1，924　（2．7） 1，810　（2．7） 2，076　（3．4）

暴行・傷害 6，384　（8．6） 6，571　（9．2） 6，172　（9．2） 5，712　（9．4）

窃　　盗 35，460（47．9） 34，177（47．7） 32，924（49．2） 28，901（47．5）

強　　盗 3，277　（4．4） 3，378　（4．7） 3，444　（5．2） 3，638（6．0）

恐　　喝 597　（0．8） 553　（0．8） 592　（0。9） 651　（1．1）

横　　領 1，567　（2．1） 1，354　（L9） 1，300　（L9） 1，216　（2．0）

詐　　欺 2，224　（3。0） 1，978　（2．8） 1，749（2．6） 1，763　（2．9）

器物損壊 245　（0．3） 259　（0．4） 198　（0．3） 223　（0．4）

公務員犯罪＊2 38　（0．1） 77　（0．1） 55　（0．1） 46　（0．1）

盗品等に関する罪 1，809　（2．4） 1，872　（2．6） 1，650（2．5） 1，337　（2．2）

軽罪（刑法） 2，ll2　（2．9） 2，737　（3．8） 1，306　（2．0） 1，210　（2．0）

薬物犯罪紹 248　（0．3） 206　（0．3） 184　（0．3） 140　（0．2）

経済犯罪判 639　（0．9） 632　（0．9） 580　（0．9） 753　（1．2）

その他 8，604（11．6） 8，459（11．8） 7，779（11．6） 6，891（1L3）

合　　計 74，084　（100） 71，700　（100） 66，866　（100） 60，784　（100）

注＊1強姦、狼褻、公然狼褻などを含む。
　＊2公務員職権濫用罪および収賄を含む。
　＊3薬物に関する法律（1976年法律第9号）に基づく犯罪

表3刑名・刑期別平均収容人員

刑名・刑期
1989／1990 1990／1991 1991／1992

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子

死刑確定者 16 0 16 16 1 17 16 1
無　　期 49 1 50 60 0 60 61 0
刑期1年を超える 17，617 374 17，991 18，334 382 18，716 19，153 360

刑期1年以下 11，134 297 11，431 9，881 261 10，142 9，469 213

合　　計 28，816 672 29，488 28，291 644 28，935 28，699 574

資料’Statisnk　Pemasyarakatan　di　Indonesia　Selama　PELITA　V1989s／d1993（Pusat　Penelitian
　　　　　dan　Pengembangan　Departemen　Kehakiman　RI　ed，1996）
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インドネシアの矯正保護統計［1989年度～1993年度］

表4　社会化教育少年＊1の平均収容人員

州
1989／1990 1990／1991 1991／1992

男子 女子 計 男子 女子 計 男子 女子 計

アチェ 141 0 141 118 0 118 52 0 52

北スマトラ 912 4 916 518 3 521 310 0 310

西スマトラ 220 10 230 74 1 75 76 0 76

リアウ 234 1 235 143 2 145 153 1 154

南スマトラ 570 1 571 90 0 90 238 0 238

ジヤンビ 124 0 124 122 1 123 54 2 56

ランプン 547 2 549 390 2 392 327 0 327

ベンクルー 120 0 120 114 1 ll5 97 5 102

ジャカルタ特別区 688 4 692 394 4 398 400 5 405

西ジャワ 518 5 523 80 0 80 230 2 232

中部ジャワ 502 18 520 244 5 249 302 6 308

ジョクジャカルタ 79 7 86 5 0 5 5 0 5

東ジヤワ 679 13 692 499 6 505 506 4 510

西カリマンタン 151 0 151 51 1 52 34 0 34

南カリマンタン 165 0 165 77 0 77 59 0 59

中部カリマンタン 72 0 72 26 0 26 20 0 20

東カリマンタン 129 1 130 82 2 84 62 1 63

バリ 101 0 101 5 0 5 20 0 20

西ヌサトゥンガラ 96 0 96 55 1 56 34 0 34

東ヌサトゥンガラ＊2 122 4 126 0 0 0 39 0 39

北スラウェシ 163 6 169 107 4 111 105 2 107

中部スラウェシ 108 3 111 64 1 65 85 1 86

南スラウェシ 502 10 512 324 2 326 231 2 233

東南スラウェシ 71 5 76 53 1 54 51 1 52

マルク 157 1 158 28 0 28 32 0 32

イリアンジャヤ 146 0 146 50 0 50 46 1 47

合　　計 7，317 95 7，412 3，713 37 3，750 3，568 33 3，601

注＊1

　＊2

社会化教育少年とは、刑事少年、保護少年および民事少年を意味する。社会化法（1995年法
律第12号）第1条第8号参照。但し、原表では21歳未満となっている。

東ティモールを含む。
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インドネシアの矯正保護統計［1989年度～1993年度］

　　　　　　　　表5未決拘禁者の平均収容人員〈続き＞

州

1992／1993

警察 検察 第一審 控訴審 上告審 計（女子）

アチェ 61 105 136 26 7 335　　（8）

北スマトラ 424 445 379 54 23 1，325　（32）

西スマトラ 56 80 78 14 5 233　　（5）

リアウ 112 121 103 8 2 346　　（4）

南スマトラ 312 250 396 13 7 978　　（9）

ジヤンビ 59 40 49 3 1 152　　（3）

ランプン 115 85 161 8 2 371　（1）

ベンクルー 52 40 110 7 2 211　（4）

ジャカルタ特別区 150 726 423 57 24 1，380　（39）

西ジャワ 217 413 626 35 16 1，307　（19）

中部ジヤワ 479 334 388 43 17 1，261　（28）

ジョクジャカルタ 37 76 41 6 2 162　　（8）

東ジャワ 363 625 613 55 18 1，674　（49）

西カリマンタン 69 78 87 10 1 245　　（3）

南カリマンタン 36 99 87 20 6 248　　（3）

中部カリマンタン 38 32 53 4 1 128　　（3）

東カリマンタン 96 86 121 11 4 318　　（3）

バリ 82 48 49 6 2 187　　（7）

西ヌサトゥンガラ 128 80 67 6 3 284　　（6）

東ヌサトゥンガラ＊1 72 67 143 25 12 319　　（3）

北スラウェシ 19 58 117 20 12 226　　（4）

中部スラウェシ 6 26 38 1 0 71　　（4）

南スラウェシ 116 192 309 40 23 680　（13）

東南スラウェシ 35 22 33 3 1 94　　（2）

マルタ 59 52 68 3 5 187　　（2）

イリアンジャヤ 64 45 39 8 2 158　　（5）

合計 3，257 4，225 4，714 486 198 12，880　（267）

注＊1
　＊2

東ティモールを含む。

女子は内数。
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インドネシアの矯正保護統計［1989年度～1993年度］

表6　受刑者に占める再入者の割合

州
1989／1990 1990／1991 1991／1992

再入者＊2 受刑者（％）紹 再入者 受刑者（％） 再入者 受刑者（％）

アチェ 49 811　（6．0） 35 726　（4．8） 66 668　（9．9）

北スマトラ 57 2，385　（2．4） 53 2，459　（2．2） 65 2，618（2．5）

西スマトラ 72 510（14．1） 64 474（13．5） 42 433　（9．7〉

リアウ 45 829　（5．4） 49 755　（6．5） 65 739　（8．8）

南スマトラ 73 1，941（3．8） 76 1，971（3．9） 66 2，147（3．1）

ジヤンビ 23 464　（5．0〉 27 499　（5．4） 18 465　（3．9〉

ランプン 40 962　（4．2） 48 1，008　（4．8） 50 1，126　（4．4）

ベンクルー 21 315　（6．7） 31 367　（8．4） 22 381　（5．8）

ジャカルタ特別区 265 2，476（10．7） 244 2，221（11．0） 225 2，351（9．6）

西ジヤワ 172 3，008　（5．7） 169 2，718　（6．2） 188 2，619　（7．2）

中部ジャワ 67 3，019　（2．2） 87 3，337　（2．6） 115 3，210　（3．6）

ジョクジャカルタ 14 220　（6．4） 20 282　（7．1） 27 301　（9．0〉

東ジャワ 640 4，468（14．3） 514 4，296（12．0） 476 4，245（1L2）

西カリマンタン 67 541（12．4） 62 493（12．6） 45 453　（9．9）

南カリマンタン 17 584　（2．9） 23 606　（3．8） 25 568　（4．4〉

中部カリマンタン 17 262　（6．5） 25 271　（9．2） 27 284　（95）

東カリマンタン 25 493　（5．1） 31 459　（6．8） 38 488　（7．8）

バリ 36 375　（9．6） 35 375　（9．3） 25 392　（6．4）

西ヌサトゥンガラ 59 485（12．2） 52 424（12．3） 59 436（13．5）

東ヌサトゥンガラ＊1 65 1，387　（4．7） 59 1，369　（4．3） 75 1，431　（5．2）

北スラウェシ 51 635　（8．0） 37 601　（6．2） 46 613　（7．5）

中部スラウェシ 39 404　（9．7） 34 373　（9．1） 42 401（10．5）

南スラウェシ 52 1，784（2．9） 57 1，713　（3．3） 90 1，802　（5．0）

東南スラウェシ 26 235（11、1） 15 229　（6．6） 27 256（10．5）

マルク 18 358　（5．0） 17 333　（5．1） 22 331　（6．6）

イリアンジャヤ 56 537（10．4） 43 576　（7．5） 39 515　（7．6）

合　　計 2，066 29，488　（7．0） 1，907 28，935　（6．6） 1，985 29，273　（6．8）

注＊1
　＊2
　＊3

東ティモールを含む。

再入者の平均収容人員。

受刑者平均収容人員および再入者の全平均収容人員に占める割合。
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1992 1993

仮出獄 釈放前帰休 同化処遇 仮出獄 釈放前帰休 同化処遇

16 2 1 28 1 13

55 0 2 109 11 0
28 0 1 41 3 0
15 5 1 9 1 10

57 2 0 74 8 0

7 5 5 7 0 5
19 2 0 5 0 0
14 2 0 10 1 0

105 5 6 186 7 2
43 5 20 171 21 17

100 13 0 156 36 14

10 0 0 21 0 0
176 10 14 236 25 50

10 0 0 27 10 0
33 2 2 47 2 0
19 1 1 17 0 0

4 0 0 11 0 0
18 2 0 21 4 8
15 1 1 23 6 6
11 3 17 30 21 22

12 4 10 27 5 12

15 0 5 24 0 11

95 11 0 184 1 0
16 2 1 7 9 0

0 3 23 21 0 17

3 0 0 28 0 5
896 80 110 1520

　，
172 192

法学研究70巻9号（’97　9）
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法学研究70巻9号（797：9）

表8　レミッション実施人員

年度 受刑者＊1
レミッション

一部（％）＊2 全部（％） 計（％）

1989 29，422 14，140（48．1） 1，484　（5．0） 15，624（53．1）

1990 28858
　　，

14，194（49．2） 1，546　（5．4） 15，740（54．5）

1991 29，195 14，512（49、7） 1，454　（5．0） 15，966（54．7）

1992 27，312 14，828（54．3） 1，497　（5．5） 16，325（59．8）

1993 27，850 15，055（54．1） 1，416　（5．1） 16，471（59．1）

注判　死刑確定者、無期重懲役受刑者を除く受刑者の平均収容人員。
　　＊2　レミッション実施人員と全平均収容人員に占める割合。

資料：Statlstik　Pemasyarakatan　di　Indonesia　Selama　PELITA　V1989
　　　s／d　l993（Pusat　Penelitlan　dan　Pengembangan　Departemen　Keh－
　　　ak1man　RI　ed．，1996）
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インドネシアの矯正保護統計［1989年度～1993年度］

　表9　矯正施設における事故＊1

年度
受刑者 末決拘禁者 計

受刑者病死

逃走 逮捕（％）＊2 逃走 逮捕（％） 逃走 逮捕（％）

1989／1990 170 81（47．6） 101 38（37．6） 271 119（43．9） 137

1990／1991 149 40（26．8） 54 27（50。0） 203 67（33．0） 195

1991／1992 134 38（284） 70 24（34．3） 204 62（30．4） 81

1992／1993 156 63（40。4） 14 7（50．0） 170 70（41。2〉 168

1993／1994 128 43（33．6） 50 6（12．0） 178 49（27．5） 143

合　　計 737 265（36．0） 289 102（35．3） 1，026 367（35．8） 724

注＊正逃走者、逮捕者および病死者の数は、全て人員。

　＊2逮捕者の逃走者に占める割合。
資料二Statlstik　Pemasyarakatan　di　Indonesla　Selama　PELITA　V1989s／d　l993

　　（Pusat　Penehtlan　dan　Pengembangan　Departemen　Kehakiman　RI　ed，1996）

113



('97 : 9) 

~~*~ Statistik Pemasyarakatan di Indonesia Selama PELITA V 1989 s/d 
tian dan Pengembangan Departemen Kehakiman RI ed , 1996). 

1993 (Pusat Peneli-

114 

法学研究70巻9号



インドネシアの矯正保護統計［1989年度～1993年度］

　表10　保護観察平均対象人員＊1

州
1989／1990 1990／1991 1991／1992

少年＊3 成人 計 少年 成人 計 少年 成人 計

アチェ 4 34 38 4 39 43 21 44 65

北スマトラ 176 347 523 2 335 337 17 75 92

西スマトラ 18 81 99 7 43 50 13 32 45

リアウ 1 2 3 0 32 32 4 10 14

南スマトラ 5 42 47 0 29 29 9 95 104

ジヤンビ 1 38 39 1 34 35 0 35 35

ランプン 2 29 31 0 0 0 7 15 22

ベンクルー 7 39 46 0 22 22 4 35 39

ジャカルタ特別区 31 90 121 13 118 131 26 125 151

西ジャワ 25 198 223 20 136 156 15 159 174

中部ジャワ 67 488 555 30 461 491 75 295 370

ジョクジャカルタ 60 115 175 8 51 59 40 51 91

東ジャワ 73 539 612 25 390 415 52 363 415

西カリマンタン 12 44 56 3 43 46 6 81 87

南カリマンタン 4 55 59 7 60 67 17 81 98

中部カリマンタン 4 9 13 2 53 55 4 93 97

束カリマンタン 2 7 9 1 15 16 10 38 48

バリ 16 45 61 4 26 30 42 65 107

西ヌサトゥンガラ 8 66 74 2 63 65 15 30 45

東ヌサトゥンガラ＊2 20 129 149 0 86 86 5 66 71

北スラウェシ 5 9 14 0 12 12 0 2 2

中部スラウェシ 5 48 53 4 50 54 0 37 37

南スラウェシ 35 175 210 6 79 85 26 76 102

東南スラウェシ 0 52 52 7 31 38 4 73 77

マルタ 5 8 13 1 20 21 8 25 33

イリアンジャヤ 0 6 6 0 10 10 0 10 10

合　　計 586 2，695 3，281 147 2，238 2，385 420 2，011 2，431

注＊1

　＊2
　＊3

保護観察は、条件附刑、仮釈放（保護少年に対する仮退院を含む）、釈放前帰休、保護者委託
処分（少年）対象者等に対して実施される。

東ティモールを含む。

少年とは、21歳未満の者をいう。
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インドネシアの矯正保護統計［1989年度～1993年度］

表12　社会化施設の収容率

収容率 現在の収容定員
行動面積による

　収容定員

寝台面積による

　収容定員

定員未満 100％以下 126 104 111

過剰収容

100％超台 7 11 6
110％台 7 4 8
120％台 3 4 6
130％台 2 7 5
140％台 1 6 3
150％台 一 1 5
160％台 一 2
170％台 一 一 1
180％台 2 1 一

190％台 一 一 一

200％台 一 7 1
300％台 』 1 2

計 22 44 37

総　　計 148 148 148

注：各収容定員に基づいて算出した収容率が100％未満の施設数と100％を超える施
　　設数を表す。

資料：Laporan　Penelitlan：Kapasitas　Lembaga　Pemasyarakatan／Rumah　Taha・

　　nan　Negara　Dlkaitkan　dengan　Standar　Kebutuhan　Minimum　Narapi－
　　dana／Tahanan（Pusat　Penehtian　dan　Pengembangan　Departemen　Kehak1－
　　man　RI　ed，1996）
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法学研究70巻9号（’97：9）

表13a　社会化施設の収容定員と収容率

州

平　　均
収容人員＊1

　（A）

収容定員 収容率（％）＊4

現在

（B）

行動面積＊2

　（C）

寝台面積＊3

　（D）

現在
（A／B）

行動面積
（A／C）

寝台面積
（A／D）

アチェ 715 876 1，458 679 82 49 105

北スマトラ 2，182 3，213 2，707 3，141 68 81 69

西スマトラ 530 1，519 936 1，214 35 57 44

リアウ 715 992 1，050 866 72 68 83

南スマトラ 1，929 2，057 1，393 1，501 94 138 129

ジヤンビ 449 882 1，002 911 51 45 49

ランプン 1，474 1，555 1，766 2，395 95 83 62

ベンクルー 435 675 463 555 64 94 78

ジャカルタ特別区 2，374 4，152 3，442 3，221 57 69 74

西ジヤワ 2，432 、3，387 4，709 2，684 72 52 91

中部ジヤワ 1，656 6，152 4，138 5，154 27 40 32

ジョクジャカルタ 268 750 527 731 36 51 37

東ジヤワ 3，071 8，142 5，862 6，265 38 52 49

西カリマンタン 583 821 1，863 84 71 31 69

南カリマンタン 647 1，201 602 945 54 107 68

中部カリマンタン 220 462 606 494 48 36 45

東カリマンタン 566 746 515 597 76 110 95

バリ 494 706 505 597 70 98 83

西ヌサトゥンガラ 460 753 704 602 61 65 76

東ヌサトゥンガラ 854 1，025 779 628 83 110 136

北スラウェシ 793 1，275 1，673 979 62 47 81

中部スラウェシ 388 822 826 669 47 47 58

南スラウェシ 1，428 1，983 1，546 1，687 72 92 85

東南スラウェシ 322 339 413 260 95 78 124

マルク 345 470 736 447 73 47 77

イリアンジャヤ 821 1，239 724 957 66 113 86

東ティモール 245 300 408 284 82 60 86

合　　計 26，396 46，494 41，353 39，312 57 64 67

注＊11993年1月から1994年7月までの月末の収容人員の合計を月数で除したもの。
　＊2居室における1人当たりの行動面積を基準に算出し直した新しい収容定員。
　＊3居室における1人当たりの寝台面積を基準に算出し直した新しい収容定員。
　＊4各収容定員に対する現在の平均収容人員の割合。
資料：Laporan　Penelltian：Kapasitas　Lembaga　Pemasyarakatan／Rumah　Tahanan　Negara　Dikaitkan
　　dengan　Standar　Kebutuhan　Minimum　Narapidana／Tahanan（Pusat　Penelitian　dan　Pengemban－
　　gan　Departemen　Kehakiman　RI　ed，1996）
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インドネシアの矯正保護統計［1989年度～1993年度］

表13b　拘置所の収容定員と収容率

州

平　　均
収容人員＊1

　（A）

収容定員 収容率（％）判

現在
（B）

行動面積＊2

　（C）

寝台面積＊3

　（D）

現在
（A／B）

行動面積
（A／C）

寝台面積
（A／D）

アチェ 497 942 1，016 909 53 49 55

北スマトラ 1，694 2，805 3，613 2，137 60 47 79

西スマトラ 203 591 417 427 34 49 48

リアウ 567 1，173 897 827 48 63 69

南スマトラ 1，602 1，661 910 1，323 96 176 121

ジヤンビ 175 325 259 237 54 68 74

ランプン 209 250 87 ll8 84 240 177

ベンクルー 153 250 164 150 61 93 102

ジャカルタ特別区 1，270 1，257 839 1，025 101 151 124

西ジャワ 2，201 2，899 2，870 2，400 76 77 92

中部ジヤワ 2，011 4，530 3，906 4，134 44 51 49

ジョクジャカルタ 161 455 411 482 35 39 33

東ジャワ 2，496 6，037 4，782 4，872 41 52 51

西カリマンタン 151 334 285 303 45 53 50

南カリマンタン 289 648 801 537 45 36 54

中部カリマンタン 188 480 601 476 39 31 39

東カリマンタン 303 524 502 434 58 60 70

バリ 165 381 231 319 43 71 52

西ヌサトゥンガラ 336 700 683 572 48 49 59

東ヌサトゥンガラ 800 1，475 1，298 1，054 54 62 76

北スラウェシ 89 337 124 145 26 72 61

中部スラウェシ 137 312 279 294 44 49 47

南スラウェシ 1，061 2，056 1，576 1，506 52 67 70

東南スラウェシ 106 196 127 170 54 83 62

マルク 260 931 936 798 28 28 33

イリアンジャヤ 6 311 163 200 2 4 3
東ティモール 50 113 98 107 44 51 47

合　　計 17，180 31，973 27，875 25，956 54 62 66

注＊11993年1月から1994年7月までの月末の収容人員の合計を月数で除したもの。
　＊ワ居室における1人当たりの行動面積を基準に算出し直した新しい収容定員。
　＊3居室における1人当たりの寝台面積を基準に算出し直した新しい収容定員。
　＊4各収容定員に対する現在の平均収容人員の割合。
資料：Laporan　Penehtlan：Kapasltas　Lembaga　Pemasyarakatan／Rumah　Tahanan　Negara　Dlkaltkan
　　dengan　Standar　Kebutuhan　Minimum　Narapidana／Tahanan（Pusat　Penehtian　dan　Pengemban－
　　gan　Departemen　Kehakiman　RI　ed，1996）．
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設備を有する施設数

宗教施設
診療所

モスク 教会 寺院

9　（4510） 19　（95．0） 1　　（5．0） 11　（55．0）

19　（55．9） 23　（67．6） 20　（58．8） 2　　（5．9）

12　（70．6） 14　（82．4） 1　　（5．9） 11　（64．7）

10　（62．5） 12　（75．0） 6　（37．5） 9　（56．3）

10　（55．6） 17　（94．4） 一　　（0．0） 13　（72．2）

6　（85．7） 6　（85．7） 6　（85．7） 7　（100．0）

4　（50．0） 6　（75。0） 3　（37．5） 8　（100．0）

4　（100．0） 4　（100．0） 一　　（0．0） 4　（100．0）

8　（100．0） 7　（87．5） 6　（75．0） 8　（100．0）

21　（91．3） 23　（100．0） 8　（34．8） 21　（91．3）

16　（42、1） 18　（47．4） 2　　（5．3） 10　（26．3）

4　（100．0） 3　（75．0） 2　（50．0） 3　（75．0）

17　（47．2） 16　（44．4） 4　（11．1） 17　（47．2）

5　（55．6） 7　（77．8） 一　　（0．0） 5　（55．6）

8　（80．0〉 10　（100．0） 2　（20．0〉 10　（100．0）

6　（100．0） 6　（100．0） 6　（100．0） 6　（100．0）

6　（85．7〉 7　（100．0〉 一　　（0．0） 6　（85．7）

6　（66．7） 5　（55．6） 6　（66．7） 4　（44。4）

6　（100．0） 6　（100．0） 一　　（0．0） 5　（83．3）

12　（92．3） 13　（100．0） 11　（84．6） 11　（84．6）

8　（66．7） 9　（75．0） 9　（75．0） 8　（66．7）

8　（88．9） 9　（100．0） 6　（66．7） 8　（88．9）

15　（57。7） 20　（76．9） 1　（3．8） 11　（42。3）

4　（100．0） 4　（100．0） 4　（100．0） 4　（100．0）

10　（58．8） 9　（52，9） 10　（58．8） 8　（47．1）

10　（83．3） 10　（83．3） 9　（75．0） 7　（58．3）

2　（66．7） 2　（66．7） 2　（66．7） 2　（66．7）

246　（65．4） 285　（75．8） 125　（33．2） 219　（58．2）
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~~*;} Laporan Penehtian : Kapasitas Lembaga Pemasyarakatan/Rurnah Taha-

nan Negara Dlkaitkan dengan Standar Kebutuhan Mimmum Narapidana 
/Tahanan (Pusat Penelitian dan Pengembangan Departemen Kehakiman 
RI ed , 1996) 
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表15矯正施設における職員数

全職員数　　　　　　　　　　　21，357

性別
男性　　　　　　　　18．513

女性　　　　　　　2，844

施設種類
社会化施設　　　　　11，604

拘置所・支所　　　　9，753

職員

保安職員　　　　　　13，394

処遇担当官　　　　　4，434

事務職　　　　　　　3，529

職員学歴

小学校卒　　　　　　　1，675

中学校卒　　　　　　2，475

高校卒　　　　　　　15，053

ディプロマ　　　　　　　28

准学士　　　　　　　　384

学士・修士　　　　　　919

矯正アカデミー卒　　　819

資料　Laporan　Penelltian：Kapaslta＄Lem－

　　baga　Pemasyarakatan／Rumah　Tahanan
　　Negara　Dlkaltkan　dengan　Standar
　　Kebutuhan　Minimum　Narapidana／Ta－
　　hanan（Pusat　Penehtian　dan　Penge－
　　mbangau　Departemen　Keh＆kiman　RI
　　ed，1996）
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